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This is a project progress report on “Joint development of University Education Program 
for UNESCO Biosphere Reserves in Eurasia” that aims to jointly develop a higher educational 
program for engaging the youth into UNESCO Biosphere Reserves in Belarus, Russia and 
Japan, financially supported by (FY 2018) Official Development Assistance for UNESCO 
Activities, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT), Japan. 
The project consists of five implementation works: 1. Publishing and distribution of the book 
of educational cases in three countries of biosphere reserves as Mammadova and Iida eds. 
(2018) “Biosphere Reserves for Future Generations: Educating diverse human resources in 
Japan, Russia and Belarus”; 2. Organizing the international forum on “University Education 
with Multi-stakeholders in UNESCO Biosphere Reserves -Implementation of Sustainable 
Development Goals in Eurasia-” held in Kanazawa University, Japan; 3. Field visit to Great 
Volzhsko-Kamskiy Biosphere Reserve in Kazan, Russia and Belarusian State University in Minsk, 
Belarus; 4. Online questionnaire survey on educational activities in Japanese biosphere 
reserves; 5. Field visit to Aya Biosphere Reserve and Miyazaki University in Miyazaki 
prefecture, Japan. It also contributes to achieve SDGs such as Goal 4, 15 and 17 in Mount 
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ユネスコが 1971 年に開始した「人間と生物圏（MAB）計画」（MAB：Man and the Biosphere
の略）は、科学的研究を行う政府間共同事業であり、1976 年には「生物圏保存地域」（日本国内
での通称：ユネスコエコパーク、英名：Biosphere Reserves。 以下、BR とよぶ）の登録を開始
した。BR は、地域内の生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の調和を図ることを目的
としており、2018 年現在で、122 ヶ国 686 サイトが登録されている。 
2015 年には、「MAB 戦略 2015-2025」が策定され、MAB 計画が持続可能な開発目標（SDGs：













































成 28 年度）に、金沢大学 COC 事業（「地（知）の拠点整備事業」）の助成を受け、国連大学サ
ステイナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット（当時）飯田義彦
研究員と連携し、「留学生のための地域交流型体験カリキュラムの開発」事業を実施した。これ





















加しており（2017 年度末までに参加留学生は延べ 111 名）、同時に持続可能な開発目標（SDGs）
への学習意欲も高まってきた。このように金沢大学と関係機関及び団体の連携活動を進める中
で、ユネスコエコパークをフィールドにした、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献する











































その一方で、本事業の実施統括責任者は、2017 年 9 月に世界で初めて開催された、MAB Youth 
Forum 2017（イタリア・ポーデルタ BR）に参加するとともに、それをきっかけとしてベラル
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２．実施事業の目的 
ユーラシア地域（ベラルーシ、ロシア、日本）の BR を実践の場として（図 1-1）、環境科学の学
術知と地域コミュニティの知を融合させた大学教育カリキュラムを共同開発し、国際的で強固な
パートナーシップの下で持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献することを目的とした。 
具体的には以下の 5 つの取組を実施した。各国の BR は、ベラルーシに 3 サイト、ロシアに 44









仮訳 2018 年 6 月参照）。 
・ゴール ４ 全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する 























目標（SDGs）のターゲット番号（第 2 章参照）に対応する。 
具体的な取組を時系列的に整理すると、①教育事例集の発刊と普及（2018 年 7 月）、②国際
フォーラムと現地研修の開催（2018 年 7 月）、③ロシア・ベラルーシの現地視察（2018 年 9
月）、④日本の各ユネスコエコパークのアンケート調査の実施（2018 年 12 月～1 月）、⑤綾ユ









Reserves for Future Generations: Educating 
diverse human resources in Japan, Russia and 
Belarus、ロシア語タイトル：Биосферные 
резервы для будущих поколений: 
Образования для развития человеческого 
капитала в Японии, России и Беларуси）を












本 MAB 計画委員会に対しても積極的に情報提供した。 






図 3-1 教育事例集の表紙 
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表 3-1 本事業で製作した教育事例集『次世代のためのユネスコエコパーク 日本・ロシア・ベラ
ルーシにおける多様な人材教育』の内容構成 
 


































































発 行 日：2018 年 7 月 20 日 
英 文 翻 訳：有限会社エコネットワークス 
ロシア語翻訳：セルゲイ ガブリロフ 
印 刷：ソノダ印刷株式会社 
I S B N：978-4-9910364-0-8 
引 用 形 式：Mammadova, A., and Iida, Y. eds. (2018) Biosphere Reserves for Future 
Generations: Educating diverse human resources in Japan, Russia and 
Belarus, Kanazawa University, Japan, 130 pp. 
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表 3-2 教育事例集の主な配布先リスト（2018 年 7 月 27 日現在）※郵送ならびに手渡しを含む 
 
機関名 
Natallia Rybianets (Belarus MAB National Committee) 
Iukovich Valery (Berezinsky Biosphere Reserve) 
Valery NERONOV (Russian MAB Committee) 
Yuriy Aleksandrovich Gorshkov (Volzhsko-Kamsky National Nature Biosphere Reserve) 
Sedova Galina Vladimirovna (Baikal State Biosphere Reserve) 
Tatiana Yashina (Katunskiy Biosphere Reserve) 
Anna Gulbina ([Far Eastern Marine Biosphere Reserve ) 
Mikhail Brynskikh (Russian MAB Committee) 


































2018 年 7 月 21 日～22 日の日程で、ベラルーシ、ロシア、日本の関係者を招へいし、7 月 21
日（土）に国際フォーラム「ユネスコエコパークにおける多様な関係者と歩む大学教育～ユー
ラシアの持続可能な開発目標の達成に向けて」（英語タイトル“University Education with 
Multi-stakeholders in UNESCO Biosphere Reserves -Implementation of Sustainable 
Development Goals in Eurasia-” 以下、国際フォーラムとよぶ）を金沢大学（石川県金沢市角
間町）にて開催した（図 3-2）。各国の MAB や BR の関係者、金沢大学の関係者や学生、白山
ユネスコエコパーク協議会関係者を含めて約 100 名の参加があった（図 3-3、写真 3-1）。なお、
ロシアプログラム学生は、本国際フォーラムでの発表により約 2 週間にわたるプログラムを修
了し、プログラム修了証を授与された（写真 3-2）。続く 7 月 22 日（日）には、石川県白山市
白峰地区にて現地研修会を実施した。 
開催にあたっては、共同実施者である白山ユネスコエコパーク協議会などと連携するととも




写真 3-2 修了証を手にするロシアプログラム学生（写真：金沢大学） 
II. 国際フォーラムの概要 
国際フォーラム（13 時～17 時 30 分、金沢大学角間キャンパス人間社会第 1 講義棟 1 階 101
教室、日露同時通訳）は、大谷吉生氏（金沢大学副学長（国際担当）・国際機構長）の挨拶に始
まり、基調講演 3 本（日本、ロシア、ベラルーシの MAB 関係者）、ロシアからの事例発表 4 本
（ロシアの 4 つの BR）、日本からの事例発表 2 本（綾 BR と白山 BR）、ロシアプログラムの参
加学生によるグループ発表 4 本、白峰地区でホームステイを行った学生による発表 1 本、合計










図 3-2 国際フォーラムのチラシ 
  
 
図 3-3 国際フォーラムに関する新聞記事（北國新聞：2018年 7月 22日付朝刊 38面） 
 




コ国内調査委員、日本 MAB 計画委員長） 
JAPANESE COORDINATING COMMITTEE FOR 
THE UNESCO’s MAN AND THE BIOSPHERE 






・Mikhail Brynskikh (Chairman of Partnership "Biosphere Reserves of 
Eurasia", Member of Russian MAB Committee)  
“Biosphere reserves and their role in the sustainable development of 
the regions of the Russian Federation” 
・ Natallia Rybianets (Vice-Chairperson, Belarus MAB National 
Committee)  
“BELARUS COMMITTEE FOR THE UNESCO MAB PROGRAMME: 
Development and Current State” 
【ロシアからの事例発表】 
・Yuriy Gorshkov (Director, Volzhsko-Kamsky National Nature Biosphere 
Reserve) 
“Nature management, conservation, restoration of biological and 
landscape diversity and social-economic activity in Volzhsko-Kamsky 
Biosphere Reserve”  
・Tatiana Yashina (Deputy-Director, Katunskiy Biosphere Reserve) 
“Engaging Local Communities into Conservation: Case-Study of 
Katunskiy Biosphere Reserve, Russia”  
・Galina V. Sedova (Head of the Protection Department, Baikalsky 
Biosphere Reserve) 
“Ecological education and cognitive tourism in the Baikal Reserve: 
results, resources, prospects”  
・Nikolay Yakushevskiy (Director, Development of Far Eastern Marine 
Biosphere Reserve) 





・高崎英里佳 Erika Takasaki（白山ユネスコエコパーク協議会事務局員） 
“白山ユネスコエコパークの概要と教育事例” 
【ロシアプログラム学生からの発表】 
・Kazan Federal University の学生 5 名 
・Altai State University の学生 4 名 
・Irkutsk States University の学生 2 名 
・Far Eastern Federal University の学生 3 名 
白峰での滞在学習で学んだ地域の課題や資源について SDGs との対応関係から提案を行った。 
（写真：飯田義彦） 
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【ホームステイ留学生からの発表】 
















7 月 22 日（日）には、石川県白山市白峰地区にて山口隆氏（白山しらみね自然学校理事。初
代白山ユネスコエコパーク協議会事務局長）の案内により現地研修会を実施した。 










日本側からは、河野円樹氏（綾 BR）、高崎英里佳氏（白山 BR）とともに、祖母・傾・大崩 BR
から工藤慎也氏（大分県。写真右最前列右端）も加わり、日本とベラルーシ、ロシアの BR 関
係者との Face to Face の交流が図られた（SDGs: 17.16）。現地研修会では終始、伝統的建造
物群保存地区である白峰の町並みを見学しながら、参加者同士で持続可能な地域づくりのため
の参加型 BR 活動の実態や各国の BR の管理運営の違いについての意見交換が続けられた（写
真 3-3 左）。（SDGs: 17.17）      （文責：飯田義彦） 
写真 3-3 現地研修会の一コマ（左：「菜さい」前にて BR管理の意見交換、右：「与平」入り口にて白山ポーズ） 
（写真：飯田義彦） 









る取組を進めていることを留意して、ロシアではカザン市近傍にある Great Volzhsko-Kamskiy 
BR、ベラルーシでは国立ベラルーシ大学とした。（SDGs:17.16）本視察は、2018 年 9 月 16 日～
22 日の日程で実施した。 
II．視察チームの編成 









□ロシア連邦：Great Volzhsko-Kamskiy BR （Yuriy Gorshkov 氏：Great Volzhsko-Kamskiy 
BR 所長） 
□ベラルーシ：国立ベラルーシ大学（Natallia Rybianets 氏：国立ベラルーシ大学教授・ユネス
コ学科長／ベラルーシ MAB 国内委員会副委員長） 
IV．主な行程 




12:00 成田国際空港 NRT 移動時間: 10時間 5分 
16:05 シェレメーチエヴォ国際空港 SVO 
（アエロフロート・ロシア航空 Airbus A330  SU 261 エコノミー クラス） 
19:25 シェレメーチエヴォ国際空港 SVO 移動時間: 1時間 35分 
21:00 カザン国際空港 KZN 















11:45 カザン国際空港 KZN 移動時間: 1時間 35分 
13:20 ヴヌーコヴォ国際空港 VKO 
（IrAero/Sukhoi Superjet 100-95 IO 4568 エコノミー クラス） 
14:35 ヴヌーコヴォ国際空港 VKO 移動時間：1時間 20分 
15:55 ミンスク第 2空港 MSQ 







2018/09/21 金 機中泊 
14:05ミンスク第 2空港 MSQ 移動時間: 1時間 10分 
14:15 ワルシャワ空港 WAW 
（ベラヴィア Polish Airlines 5702 エコノミー クラス） 
15:10 ワルシャワ空港 WAW 移動時間: 10時間 30分 
2018/09/22 土  
08:40 成田国際空港 NRT 
（Polish Airlines 79 エコノミー クラス） 





9 月 17 日（月）～18 日（火）の日程で Great Volzhsko-Kamskiy Biosphere Reserve 
(GVKBR)訪問し、GVKBR 所長の Yuriy Gorshkov 氏の案内を受けた。なお、17 日は飯田義彦
氏、18 日はアイーダ・ママドーヴァ氏が Gorshkov 氏との間で通訳を行った。 
GVKBR では、相互に離れた生態的な特徴の異なる 2 つのクラスター（地区）を 17 日、18 日
にそれぞれ訪問した。なお、GVKBR については、教育事例集中の Gorshkov (2018)に詳しい情
報が整理されている。 
【9 月 17 日（月）】 
 GVKBR のクラスター（地区）の一つである「Raifa の森」を訪問。元々は修道院が保有
していた森林地帯であるが、現在は連邦政府の管理下に置かれている。森林内にはムー
ス（ヘラジカ）などの大型野生動物も生息している。 















いる（写真 3-4 右）。 
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□ベラルーシ 
【9 月 20 日（木）】 
 6 万人の学生・教職員を擁するベラルーシ国立大学を訪問した。会合は、Oleg 
Ivashkevich 第一副学長の挨拶から始まり、金沢大学とベラルーシ国立大学の双方の大
学紹介を行った。 
 ベラルーシ国立大学と BR が連携したカリキュラムがとても興味深い。化学部ユネスコ学
科（2011 年開設）や生物学部の修士課程コースである「生物圏保存地域の安定的発展」
専攻（2015 年開設）での科目編成や、Berezinsky Biosphere Reserve をフィールドとし
た学生教育の取組について説明を受ける。モデリングや生物学、リモセンや GIS も学ぶ









写真 3-5 ベラルーシ国立大学の関係者と視察チームとの会合後の集合写真 
VI．視察後の動向 
今回の 9 月のベラルーシ国立大学への訪問を受け、2018 年 10 月 30 日付で金沢大学
（Kanazawa University: KU）とベラルーシ国立大学（Belarusian State University: BSU）と
の間で連携協定が締結された。その内容（抜粋）は以下のとおりである。 
 
The aim of this Protocol is to record an intention between KU and BSU by which KU and 
BSU will co-operate in establishing closer links that may involve areas related to the 
development of university cooperation with biosphere reserves - objects of the World Network 
of Biosphere Reserves of UNESCO, including the following activities: 
 Organization of training courses at KU and BSU Master students studying in the 
programme “Ensuring the Sustainable Development of Biosphere Reserves”, 
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VII．視察チームメンバーによる報告（写真 3-6 参照） 
〔1〕山口隆（特定非営利活動法人白山しらみね自然学校） ※原文を一部改変 
















に日本の BR を説明する場合は、このことを強く認識しなければならないと感じた。 
〔BR の設定について〕 
 今回視察したロシアの BR は、最初に最も厳格に自然が保護される自然保護区（ザポベニック）が選
定され、その後、世界的なプログラムである BR が上書きされた。また、日本においては、当初選定
の白山 BR を含む 4 つの BR は、国立公園の上に BR が上書きされた。こうしたことから、ロシアの
BR は自然保護が最も重要視され、核心地域の立ち入り（利用）は厳しく制限されている。一方、日
本の BR は国立公園に上書きされていることから、国立公園の主目的である保護と利用（立ち入り、
もちろん制限はある。）が同居し、白山 BR においても、核心地域に年間 4～5 万人が立ち入ってい




 BR の管理が一元化されており、意思決定も早いと思われる。このことは白山 BR と異なり日本にお








白山 BR だけでなく国立公園区域や林野庁保護林区域を BRに選定している BRの致命的な欠陥であ
り、日本の BR 活動の課題となっている。現状の統治システムではこれを打開することは非常に難し
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く、BR の意義を BR 地内に権限を有する者に理解を求めるほかは無いが、非常に時間と労力を必要
とする。 
 白山 BR の活動は、基礎的自治体が主導していることや、自然保護に関する権限を有していないこと
から、移行地域内の活動に焦点が集まることもやむを得ないが、BR が世界的なプログラムであるこ
とから、諸外国の状況を広く調査し BR の価値や活動状況を、白山 BR の管理権限を有する者に啓発
し、理解を求める活動が重要と思われる。そのためには、大学や研究者との連携が課題となる。 
〔移行地域について〕 






 GVKBR のように核心・緩衝地域に立ち入ることが難しい BR では、その地域を利用したエコツーリ
ズムが発達することは難しいものと思われる。（ただし、視察した BR では５％以内なら立ち入り可
能であり、バードウォチング等のツーリズムが始まっているとのこと） 


















1．Great Volzhsko-Kamsky BR 
9/17（月）ライファ区域 
 〔管理事務所〕GVKBR は、連邦政府の職員により管理されている。科学者や専門家、レンジャ
ーなど、様々な分野のスタッフ 55 人で構成される。所長は Yuriy Gorshkov 氏、副所長は 20 代
の若手職員が担っている。 
 〔植物園〕現地の植物だけでなく、アメリカ、アジア（日本含む）、ヨーロッパから収集した 530
種以上の植物を見ることができる。ビジターは、年間 2 万人を上回る。GVKBR には、罪を犯






































 〔ベラルーシ大学との会合〕ベラルーシ側からは、Oleg Ivashkevich 第一副学長をはじめ、大学
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かされた。また、金沢大学では、平成 30 年度から BR とジオパークを学ぶ科目が新設された
が、今回のベラルーシ大学との交流により、双方の学び合いができたことや、金沢大学が実施し
た BR を通じた日本とロシアの学生交流など、改めて BR の世界的なネットワークの意義を実感
することができた。今回の視察では、多様な関係者で訪問することができたので、今後は白山の
教育現場や地域など様々な場面で、BR を通じた ESD などがより一層展開されるようこの経験
を活かしていきたい。 















ものも大きいだろう。さらに、GVKBR の Yuriy 氏の話で印象的だったことの一つとして、
元々自然保護に対する体制が整っているロシアで、BR を目指す理由の一つとして、BR になる
と WWF などの外部資金が得やすくなることが挙げられるということだった。日本とは異なる観
























 最後に、Berezinsky BR での BR の認知度や理解度を質問した際に、「100％ではないが、BR に















ーキンググループ、第 40 回関係自治体及び関係団体ワーキンググループ合同会議（2018 年 11
月 27 日（火）、白山市松任文化会館（石川県白山市））にて本視察の成果報告を行い、白山 BR


















地元で獲れた魚で昼食 9/18 湿地帯の保護区を巡視 9/18 BSU 関係者に白峰の取組紹介 9/20 BSU の生物学科博物館前 9/20 
（写真：飯田義彦） 




日本ユネスコエコパークネットワーク（現在 9 つの BR で構成される）と連携を図りながら、
各 BR において取り組まれている、ユネスコエコパークを実践フィールドとした大学レベル以
上の教育事例を収集した。各 BR に対して Web 形式のアンケート調査を実施した。 






 方法：Web（Google フォーム）形式 
 時期：2018 年 12 月～2019 年 1 月に実施。 
 対象：各ユネスコエコパーク担当者に Web 形式のアンケートフォームのリンクを送付し、各
自で回答した。 
 実施者：飯田義彦（元国連大学）、アイーダ・ママドーヴァ（金沢大学） 
 回答率 77.8%（9BR 中 7BR から回答。2019 年 1 月現在） 
































15 名、１名、10 名、現状は 1 名（ただし、科学委員会の構成を検討中のため今後教育機関関
係者が含まれる予定）、６名、３名、2 名 























































 共愛 COCO は元々、当町の藤原平出地区において地域課題解決の活動を行っている。そ
の他の連携は、町内や同大キャンパス、県内外のイベント会場など 
 高千穂町、豊後大野市、佐伯市宇目 
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能力向上に資する学習プログラムはこれまで提供されておらず、期待する BR も多くない。 
（文責：飯田義彦） 











り JBRN 総会の開催そのものが中止された。綾 BR の河野円樹氏については、国際フォーラム






移動日を含めて、2019 年 1 月 21 日（月）～23 日（水）の視察行程で









綾 BR は、2012 年に BR として新たに登録された。綾町一町が BR エリアになっており、面積
は約 1 万 5000ha で日本の BR の中で最も規模が小さい。多くは国有林で占められており、居住
域があるのは綾町のみである。綾 BR の管理運営は綾町単独で行われている。 
綾町は BR の登録前から、歴代町長（2 名）の強力なリーダーシップの下、森林と農業の分野
で環境保全型の取組を継続的に行ってきている。その中でも、照葉樹林プロジェクトの取組は
1967 年の国有林内の照葉樹林伐採計画への反対運動から始まりすでに 50 年以上の実績がある。








こうした環境保全型の地域づくりの実績を基盤として、2012 年（平成 24 年）に綾 BR の登録
が認められた。その後、2015 年（平成 27 年）には、計画期間が 46 年という綾町生物多様性地
域戦略が策定され、森林や里山の保全再生と持続可能な利用を政策的に位置づけている。さらに、
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IV．大学との連携状況 
BR には 3 つの機能「生物多様性の保全」、「学術的研究支援」、「経済と社会の発展」が位置づ
けられているが、これまでの綾町の取組そのものがそれらの機能を担ってきたといえる。一方で、
綾 BR では「学術研究支援」の機能をさらに高めるため、2015 年（平成 27 年）には宮崎大学、
























綾 BR では、「学術研究支援」を明確に謳っている BR に登録されたことで、その機能を向上さ
せようとするインセンティブが働いているものと予想される。今後、環境科学やコミュニティの
社会発展に寄与する融合的な研究成果が生まれてくることが期待される。一方で、教育活動につ












て、綾 BR は、日本の BR の中でも独自の「教育と BR 活動の連携」を発展させる素地が整っ
ていると判断された。（SDGs: 4.4） 
（文責：飯田義彦） 
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3-3．事業成果全体の共有 






写真 3-6 JBRN 実務担当者会議での取組紹介 
 
また、日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会人間と生物圏（MAB 計画）分科会第 42 回会議
にオブザーバー参加し、本事業の実施概要ならびに本事業から派生した展開について、分科会委員、
日本 MAB 計画委員会、日本ユネスコ国内委員会、日本ユネスコエコパークネットワークの関係者
に向けて情報共有を図った（2019 年 2 月 6 日（水）、文部科学省）。（SDGs: 17.17） 
  






じて、BR をフィールドにした教育プログラム改善のための課題点やノウハウが 3 ヶ国の関
係者に共有された。 














え超えてしまえば、今後の日本型の BR 活動を模索する非常に有用で強力なツールとなる。 
 こうした経験を蓄積し次世代の地域づくりに継承し、かつ浸透させていくためには、地元コ
ミュニティと大学が連携した拠点の形成が必要である。本事業をきっかけにして、2019 年
















日本の BR ネットワークでこそ具体的な課題の共有と発信が進められることを期待したい。 
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